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Slide 1: Introduction 
こんにちは！ガルバレス・パトリックと申します。アメリカのデューク大学で、文化人類学を専攻

しています。このような場所でお話できる機会を頂けて光栄に思います。今日の私の発表は、漫画そ

のものについてではなく、それを製作し、消費し、共有する人々に焦点を合わせてお話ししたいと思

います。私が注目していること点は、社会的あるいは個人的なレベルでの、このような人々が形成す

る人間関係、そして消費する商品との関わりであり、また、それによって何が可能になるか、という

点です。発表のタイトルは「腐女子：現代日本で逸脱した親密性を探る人々」となります。よろしく

お願いいたします。	
 

	
 

Slide 2: Who are fujoshi? 
「腐女子」という言葉はもう一般的にも知られるようになりましたし、ここにいらっしゃる皆様は

すでに「腐女子」とは何を指すか、ご存知かと思いますが、ここでは私の定義を簡単に紹介させて頂

きます。「腐女子とは何か？」	
 

	
 

Slide 3: Who are fujoshi? 
腐女子はその文字通りに読むと「腐った女子」となります。「ふじょし」という言葉は「婦人」の

「婦」を使った「婦女子」という言葉と同音異義語となっています。では、彼女たちはどのように

「腐って」いるのでしょうか？	
 

	
 

Slide 4: Who are fujoshi? 
彼女たちは「やおい」というジャンルの作品を好むことから自分たちを「腐った」と表現します。

「やおい」とは、既存のアニメ・漫画・ゲームに登場する男性キャラクター同士を恋愛関係として描

いた作品であり、英語圏の「スラッシュ」とほぼ同じような意味になります。1970 年代に多く書かれ

た「少年愛」作品や現代の「ボーイズ・ラブ」、あるいは BL漫画と比べて、「やおい」というジャン

ルには遊び的な要素が強く、それは「ヤマなし・オチなし・イミなし」の頭文字を取って「やおい」

という単語の成り立ちから見てもわかります。腐女子は既存の男性キャラクター同士の恋愛物語を好

むことから、自らの趣味を「腐った」と表現するのです。	
 

	
 

Slide 5: Otome Road 
腐女子に関する言説は、BL市場が活性化した 2000 年代半ばから広まりました。最初のターニングポ

イントは、2004 年 5月に雑誌『ぱふ』が、池袋を腐女子たちがたむろする「乙女ロード」と命名した

ことでした。	
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Slide 6: Fujoshi book 
また、2006 年に出版された杉浦由美子著『腐女子化する世界』や、それに先立って雑誌『AERA』に

掲載された記事も腐女子言説の形成を先導しました。	
 

	
 

Slide 7: Fujoshi image 
今では、腐女子はネットや出版の媒体を問わず、アニメ、小説、テレビドラマや映画にまで登場す

るようになり、存在感を増してきています。例えば、漫画「となりの隣の 801ちゃん」はベストセラ

ー	
 にもなりました。	
 

	
 

Slide 8: Fujoshi image 
これらの言説が示していることは、腐女子はどこにでもいる、いわゆる「普通の女性」であると同

時に、美しい男性に関してはとてつもない想像力を発揮するということです。「となりの隣の 801ち

ゃん」では、隠された想像力が 801ちゃんとなって普通の女の子の中に潜んでいるというふうに描か

れています。	
 

	
 

Slide 9: Who are fujoshi? 
腐女子とは熱心なやおいあるいは BL読者であると定義しました。腐女子は物語よりもキャラクター

に魅力を感じており、また腐女子のキャラクターとの関わり合いあい方には遊びの要素が強いという

点を仮説として挙げておきます。また、腐女子の本棚には印刷された漫画が並び、彼女たちは日々同

好の士によるサイトを巡回するため、「熱心さ」も注目すべき点でしょう。多くの腐女子がそれぞれ

の好きなキャラクターに関する同人誌を製作・消費もしています。	
 

	
 

Slide 10: Introduction to fieldwork 
私は 2006 年から 2007 年にかけて、東京で 18歳から 25歳の 20人の自らを「腐女子」と認識する女

性を対象にフィールドワークを行いました。ネットワーク分析を行うためにスノーボールサンプリン

グを行い、彼女たちの人間関係も観察・分析しました。結果、必ずしも代表的な集団とはいえません

が、対象者は中産階級の女子校に通った女性の集団となりました。彼らは腐女子としての活動を子供

のコードとして、また家や職場での仕事を大人のコードとして、バランスを取って生活をしています。

大多数が一人暮らしのヘテロセクシュアルの独身女性です。	
 

	
 

Slide 11: How do informants define?	
 
彼女たちは「一般人」に対して自らを「腐女子」を定義し、腐女子には豊かな想像力とやおいへの

興味、また萌えの感覚を持っていることが不可欠だとしました。「萌え」とは、現在多くの人が定義

しようとしていますが、簡単に言うとキャラクターに対する好意的な、心地良いと思う反応のことで

す。また、特定のキャラクタータイプやパターンなどによって引き起こされるものでもあり、その反

応を引き起こすものに対して魅了されるという意味もあります。あるインフォーマントは、「一般人

は萌えがないから、恋愛が萌えの代わりになる。腐女子にとって萌えは完全に恋愛とは別もの」と説

明しました。	
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Slide 12: What do they imagine? 
やおいは腐女子にとって「純粋なファンタジー」です。斎藤環によると、それは意図的に日常生活

から分離されています。一例として、腐女子の中には自分の夫や彼氏と他の男性のやおい関係を妄想

する者もいます。この「純粋なファンタジー」は現実とは分離されており、現実に存在する男性にゲ

イになってほしいという欲望を示すものではありません。現実と分離されているからこそ、このファ

ンタジーは男性キャラクターを超えて広く応用可能になり、さらに腐女子のみならずヘテロ・ゲイ問

わず多くの人々がそれを経験することが可能です。	
 

	
 

Slide 13: What do they imagine? 
腐女子が想像するのはクィアな空間です。ここでは「クィア」という言葉を、規範的なパラダイム

を逸脱した流動性を網羅するために使っています。「イミなし」のやおいファンタジーはリー・エー

デルマンの指す「生産的な将来性」についてまったく考えていません。むしろ、ここにあるのは子供

の象徴的な「崩壊」です。腐女子自身は必ずしも同性愛者という訳ではなく、すべての腐女子が現実

の同性愛に寛容なわけではありません。ここで私はマーク・マクレランドとシャラリン・オルバによ

る、やおいや BLの読者は支配的なジェンダー規範に対抗的ではないという論に賛同します。 

 

Slide 14: Emergent patterns 
この「純粋なファンタジー」には様々な可能性があるように見えますが、それとは反対にやおいや

BLのファンタジーの中では規範的なヘテロセクシュアルの恋愛関係を模したパターンが繰り返されま

す。やおいや BLにおいては二人の男性キャラクターが攻めと受け、つまり挿入する方と挿入される方

に分かれます。この役割は固定的であり、リバーシブルと呼ばれる役割の反転は例外的です。よって、

やおいや BLがいかにクィアであるかどうかについて語るよりも、この攻め・受けの抽象化によって可

能になる表層的な遊びの逸脱的な可能性について考えたいと思います。 

 

Slide 15: Coupling examples 
これらはすべてフィールドワークで得られた、腐女子によるやおいカップリングの例です。左下の

絵はご存じの方もいるように、人気 SF映画スター・ウォーズからオビ=ワン・ケノービとアナキン・

スカイウォーカーのカップリングです。腐女子の逸脱した想像力のもとでは、師弟の強い絆は親密な

関係として解釈され、彼らの表面に出ない感情や性的欲望が探索され、暴露されます。次に、右上の

写真はアメリカのブッシュ元大統領とが日本の小泉元首相であり、日米の「特別な関係」をほのめか

して、腐女子たちはニュースの写真を「萌え」画像として見るようになりました。現実の人物でもキ

ャラクターとして客体化すると、カップリングを想像することができます。逆に、モノがキャラクタ

ーとして想像される事例もあります。左上の葛飾北斎による冨嶽三十六景（ふがくさんじゅうろっけ

い）の神奈川沖浪裏（かながわおきなみうら）は左上から襲いかかる波が攻めとして、波に襲われる

小舟を受けとして想像することができます。同様に、右下の写真では道路を踏みつける車が攻め、踏

みつけられる道路が受けということになります。 

 

Slide 16: Hetalia 
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同様に、戦時中のイタリアとドイツを美少年キャラクターにし、かつ枢軸国同士の絆を親密かつコ

ミカルな関係に描き直した人気コミックもあります。 

 

Slide 17: A new way of seeing 
これらの例から示されることは、欲望の構造に対する認識と、その欲望が虚構であるという認識か

ら生まれる新たな物の見方です。インフォーマントの一人が言うように、「腐女子は何にでも「萌

え」を見出す。「萌え」を身につけるとモノの見方やモノの関係の見方や想像の仕方が変わる」ので

す。また別のインフォーマントは、「腐女子は豊かな妄想力で何にでもやおい妄想をすることが出来

る」と言います。 

 

Slide 18: A new way of seeing 
この新たなモノやモノの関係の見方、あるいは視点を、腐女子は「腐ィルター」と言います。腐女

子の「腐」をレンズなどの「フィルター」とかけた言葉です。この視点を、ウリ・マイヤーは “yaoi 

eye,” やおい目、あるいはやおいメガネと呼びました。この目は性的あるいはジェンダーマイノリティ

に対する読みのプロセスを不安定化、あるいは倒錯的にします。しかし、ここで腐女子の実際のセク

シュアル・マイノリティに対する態度を積極的に政治化すべきではありません。かれらの目は個人的

な遊びや楽しみに終始するものだからです。やおいにハッキリとした政治・社会的な意味が明らかに

あるとすれば、腐女子にとってそれは楽しみの対象にはならないからです。 

 

Slide 19: Neta communication 
それでは、彼女たちの間でやりとりされているものとは何なのでしょうか。ここでは、宮台真司が

言う所の「ネタ・コミュニケーション」が行われています。ネタ・コミュニケーションでは、トピッ

クとなる事柄よりもコミュニケーションの行動そのものが大事になります。このようなコミュニケー

ションはパフォーマンスと遊びの両方が含まれます。例えばカレン・ヘレクソンとクリスティーナ・

ブッセが紹介したホモセクシュアルのペンギンについての議論を例に挙げて宮台を応用すると、ここ

ではゲイのペンギンそのものについてよりも、その議論をすることそのものについて議論の参加者た

ちは盛り上がっていると言えます。 

 

Slide 20: Moe communication 
このように、萌えを通じたコミュニケーションはネタ・コミュニケーションであると考えられます。

斎藤が言うように、かれらは自分が「萌えている」ことに対する自覚を表したりやそれを皮肉るよう

な言い回しと共に「萌え」を表現します。その自己認識そのものが「萌え」の表現をパフォーマティ

ブにします。確かに、腐女子はやおいにおける自らの欲望の構造に自覚的であり、さらにその欲望が

虚構的な存在に対するものであることにも自覚的です。その自覚の表現は皮肉っぽく、かつ自分を笑

うようなパフォーマティブなものになります。しかし、「萌え」はただの「ネタ」にはとどまらず、

親密なコミュニケーションの形を創り上げることができます。森川嘉一郎が論じたように、萌えにつ

いて話すことは自らの嗜好について、他者に向けて話すことになります。これは斎藤が言うようにキ

ャラクターを通じて話すことで、自分の趣味嗜好や感情、欲望といったものを直接的にさらけ出さな

いためのバリアにもなりますが、お互いの壊れやすい個人的な面を相互に共有する親密さも生まれま
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す。松井みどりが”girl art”について論じるように、そこには「共感的対話」が生まれます。単純かつ無限

に生産される表現の形は直感的で無邪気な感情をとらえ、かれら同士の間の感情を媒介するのです。

これは論理的言語や理性的領域を省いたコミュニケーションとなります。萌えについての議論は特定

のキャラクターに対する互いの欲望の共通する部分をそのキャラクターを通じて表現することであり、

共有された想像の繋がりを作ることでもあります。これを私は「萌えコミュニケーション」と呼びた

いと思います。 

 

Slide 21: Moe communication graph 
この図が萌えコミュニケーションの仕組みを表した図です。先ほど話したことを図式化したもので、

今日は少し時間がありませんが興味のある方にはまたあとで詳しくご説明させて頂きます。 

 

Slide 22: Transgressive intimacy 
萌えコミュニケーションが腐女子の間に生み出すのは逸脱的な親密性です。萌えについての議論は、

他の場所や他の人とは生み出せないインテンスなやりとりを生み出し、それゆえに腐女子たちは非常

に親密になります。親密な関係については、時にヘテロセクシュアルかつ夫や彼氏のいる彼女らかれ

ら自身が自分たちのことを冗談めかしてレズビアンであるとまで言います。これは性的嗜好というよ

りも他の女性との強い絆を現しているものと考えます。腐女子は感情労働を現実＝男性のパートナー

と、妄想＝女性の友達との間で振り分けるのです。 

 

Slide 23: Concluding remarks 
結論に代えて、本研究のリミテーションと今回扱えなかった点を述べておきたいと思います。多く

のインフォーマントは若い女性でありかつ腐女子を「卒業」していきましたが、腐女子は若い世代に

限られるものではありません。また、「卒業」した腐女子もブログやツイッターなどで「戻ってく

る」例もあります。そして「腐男子」の存在を指摘しておくことは、やおいファンタジーが女性に限

られたものではないことを証明するでしょう。やおいファンタジーにおける中性的なキャラクターや

同性間の親密な関係という構造は、やおいや BLを超えて男性オタク向けのメディアでもみられるよう

になりました。やおいのように欲望の対象物と同一化することの快楽は、シャロン・キンセラが指摘

したように、男性のロリコンファンの間でも同じ構造が見られます。腐女子について特徴的だと思わ

れることは、実は普遍的に応用可能な点が多いのではないでしょうか。 

また、逸脱的とされる親密性の中身について熟慮する必要もあるでしょう。腐男子やロリコンファン

が経験する欲望やそれによる親密性と比べて、かれらの逸脱性はどうでしょうか。また、逸脱的な親

密性はただ消費の楽しみを追求するにすぎないのか、それとも政治的な可能性を持つのでしょうか。

それはクィアなものなのか、快楽に基づくのか、それとも浅田彰が言ったような逃走なのでしょう

か？欲望を「遊ぶ」時、かれらはトマス・ラマールの言うように、自分の主体性の位置をも「遊ん

で」いるのでしょうか？欲望や主体性の位置はプレイフルに逸脱するのでしょうか？これらの疑問は

今後の研究で明らかにしてきたいと思います。 

 

Slide 24: Thank you! 
ご静聴どうもありがとうございました。ご質問やご意見をお待ちしています。 
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